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	●死んだらすべてが終わる

●基本的に生存は難しく常に生き残り競争だと感じている。

●自分のことだけを考えて、他人を応援しない。
●競争に勝つために他人の足を引っ張ることもある。

●人生は苦痛と困難に満ちており、その苦痛の体験の中で学んでいる。

●環境が自分を決定しているので自分は無力だと考えている。
●名声・お金・優劣に価値を置く。

●考えてはいるが衝動的に行動する。
●自分の思考・感情を意識していない。
	解説
	●死んだらすべてが終わる

●WIN-WINの世界。お互いに満足するなら取引はするが、もし片方が満足しないのなら取引はしない。
●恩返しを期待している。将来、自分に利益を返してくれる場合だけ応援する。

●生存は協力しあったときにより確実になることを知っているので、誰と組むかが重要であると考えている。
●名声・お金・人間関係に価値を置く。
●物質的に繁栄できる。
●自分の思考が現実を作り出すことを知っているので、自分でどうにかできると思っている。
●自分の思考・感情を時々意識している。
	解説
	●魂は不滅であり、死や消滅はない。肉体は消滅しても生まれ変わる。
●すべてはひとつであり、自分と相手は同じ存在だと認識している。
●見返りはなくとも相手をよくするために応援する。

●与えた相手から直接の見返りはなくても、いずれ誰かから何らかの形で報われることを知っている。
●人間関係で相手がどうであるかには気にせず、常に自分自身がどうであるかに注意する。

●愛を表現することに価値を置く。
●すべての現実は自分と同質である。環境は自分であり、自分が環境である。
●自分の思考・感情を常に意識している。
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